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一 般 質 問

◆
印
旛
山
武
保
健
医
療
圏
設
定

問

平
成
20
年
４
月
よ
り
、
従

来
の
印
旛
山
武
医
療
圏
か
ら
変

わ
り
、
印
旛
医
療
圏
と
し
て
独

立
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ

の
見
直
し
に
よ
る
八
街
市
へ
の

影
響
を
伺
う
。

市
長

印
旛
地
域
単
独
の
保
健

医
療
圏
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
施
設
等
の
面
に
お
い
て
印

旛
地
域
の
方
が
恵
ま
れ
て
お
り
、

ま
た
今
後
に
お
い
て
も
、
よ
り

地
域
に
見
合
っ
た
医
療
提
供
体

制
の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
市
へ

の
マ
イ
ナ
ス
面
で
の
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
機
能
別
消
防
団
員
制
度

問

全
国
的
に
も
消
防
団
員
の

減
少
、
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
態
を
改

善
す
る
た
め
に
も
、「
機
能
別

団
員
制
度
」
を
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
如
何
か
。

市
長

本
市
に
お
い
て
も
定
員

５
９
５
名
の
と
こ
ろ
、
現
在
５

１
１
名
と
消
防
団
員
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
い
っ
た
事
態
を
改
善
す
る

た
め
に
も
、
市
民
の
方
に
消
防

団
の
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
基
本

理
念
を
広
く
啓
発
し
、
連
帯
意

識
の
向
上
と
地
域
社
会
へ
の
関

心
を
高
め
る
と
共
に
、
特
定
の

活
動
、役
割
の
み
に
参
加
す
る
、

「
機
能
別
団
員
、
分
団
制
度
」

に
つ
い
て
も
、
そ
の
要
件
や
活

動
内
容
、
処
遇
等
基
本
の
団
員

と
は
異
な
る
の
で
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
も
今
後
調
査
、
研
究

し
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
の
英
語
教
育

問

２
０
１
１
年
度
に
完
全
実

施
す
る
次
期
学
習
指
導
要
領
で

小
学
校
で
の
英
語
教
科
が
導
入

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
文

部
科
学
省
は
２
０
０
９
年
春
ま

で
に
全
国
小
学
校
５
、
６
年
生

約
２
５
０
万
人
の
児
童
及
び
そ

の
担
任
教
師
に
英
語
の
教
材
の

提
供
を
す
る
と
発
表
し
た
。
八

街
市
に
は
４
名
し
か
い
な
い
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
成
田
市
で
は
市
内
20
校

の
小
学
校
に
一
人
ず
つ
配
置
さ

れ
て
お
り
、
財
政
格
差
が
教
育

格
差
に
つ
な
が
る
現
在
、
八
街

市
は
小
・
中
学
生
に
ど
の
よ
う

な
対
処
を
す
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

成
田
市
や
袖
ヶ
浦
市

の
よ
う
に
、
各
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
配
置
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
本
市
は
地
域
の
人
材
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
は

連
携
教
育
の
一
端
と
し
て
、
中

学
校
英
語
担
当
教
員
の
小
学
校

へ
の
出
前
授
業
、
20
分
の
モ
ジ

ュ
ー
ル
授
業
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
英
語
活
動
の
機
会
・
回

数
を
増
や
す
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
主
催
の
小
学
校

英
語
活
動
研
修
会
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

中
心
に
小
学
校
英
語
の
実
践
に

生
か
せ
る
研
修
を
深
め
、
小
学

校
の
学
級
担
任
が
自
信
を
持
っ

て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
活
動
に
取

り
組
め
る
指
導
力
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

◆
学
校
選
択
制
度

問

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
学
校
選
択
制
度
の
応
募
状

況
と
問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

就
学
指
定
校
の
変
更

を
し
た
児
童
・
生
徒
の
数
は
２

月
13
日
現
在
で
新
入
学
児
童
・

生
徒
が
41
名
、
在
籍
児
童
・
生

徒
が
14
名
で
、
合
計
55
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。
当
初
想
定
し
た

人
数
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
教

育
活
動
や
地
域
と
の
関
わ
り
に

お
け
る
問
題
は
生
じ
な
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
食
糧
自
給
問
題

問

１
９
６
５
年
頃
は
70
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
た
自
給
率

が
、
昨
今
39
パ
ー
セ
ン
ト
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は

基
幹
産
業
を
農
業
と
す
る
本
市

に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な
い
テ

ー
マ
で
す
。
そ
こ
で
平
成
20
年

度
の
本
市
の
農
業
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

平
成
20
年
度
の
支
援
策

は
、
生
産
の
安
定
化
・
省
力
化

を
目
的
と
し
て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
・
収
穫
機
等
の
整
備
に
対
す

る
補
助
事
業
を
積
極
的
に
推
進

す
る
ほ
か
、
農
業
近
代
化
の
資

金
融
通
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
制
度
資
金
の
利
子
の
一
部

の
補
給
を
行
い
ま
す
。
ま
た
報

酬
や
休
日
の
確
保
等
の
労
働
条

件
の
整
備
と
し
て
、「
家
族
経

営
協
定
」
の
締
結
を
推
進
し
、

畜
産
で
は
、
優
良
素
畜
等
の
導

入
や
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
と

衛
生
対
策
の
強
化
に
よ
る
安
定

的
経
営
発
展
を
進
め
る
と
共

に
、
耕
種
農
家
と
連
携
し
た
環

境
保
全
型
農
業
を
支
援
し
ま

す
。

問

地
産
地
消
の
観
点
、
給
食

の
残
渣
問
題
か
ら
地
場
産
の

米
、
野
菜
等
の
学
校
給
食
へ
の

積
極
的
な
利
用
を
な
お
一
層
図

る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

教
育
長

地
産
地
消
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
で
き
る
だ
け
地
場

産
野
菜
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

地
場
産
野
菜
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
青
果
市
場
及
び
Ｊ
Ａ
い
ん

ば
よ
り
、
数
量
や
品
質
等
の
規

格
を
示
し
、
優
先
的
に
地
元
産

農
作
物
を
、
地
元
に
無
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
県
内
産
、
国
内

産
の
野
菜
を
納
入
す
る
よ
う
指

示
を
し
、
購
入
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ａ
い
ん
ば
の
支
所
廃
止

問

Ｊ
Ａ
い
ん
ば
の
組
織
再
編

に
よ
る
Ｊ
Ａ
南
部
支
所
、
川
上

支
所
の
廃
止
に
よ
り
、
南
部
支

所
内
の
南
部
連
絡
所
の
閉
鎖
が

予
想
さ
れ
る
が
、
行
政
面
で
の

対
応
を
伺
う
。

市
長

南
部
連
絡
所
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
存
続
を

ふ
ま
え
た
移
転
、
取
扱
い
業
務

の
見
直
し
を
は
じ
め
、
廃
止
す

る
方
向
も
含
め
行
財
政
改
革
の

中
で
、
現
在
検
討
中
で
す
。
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未来を担う子どもたちのために、

学習環境の整備・充実を！
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